
伯夷列伝

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この文章の山は再読文字「盍」「且」、反語「〜と謂ふべ

けんや」、そして筆者が「天道は是か非か」と問う理由です。

範囲＝武王をいさめる場面〜首陽山で餓死、「天道に親無し」〜「是か非か」の論の部分（冒頭の跡継ぎの話は中略）。

あらすじ＝孤竹国の王子の伯夷・叔斉は、西伯昌を頼って行くが、西伯はすでに亡く、子の武王が殷の紂を討とうとしていた。二人は、

父を葬らずに戦うのは不孝、臣が君を殺すのは不仁だといさめる。周が天下を取ると、二人は周の穀物を食べるのを恥じて首陽山にこも

り、餓死する。筆者は、善人の伯夷・叔斉や顔淵が報われず、悪人の盗蹠が長生きした例をあげ、「天道は是か非か」と問う。

一
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

伯
夷
（
は
く
い
）
・
叔
斉
（
し
ゆ
く
せ
い
）
は
、
孤
竹
君
（
こ
ち
く
く
ん
）
の
二
子
（
に
し
）
な
り
。
（
中
略
）

是
（
こ
こ
）
に
於
（
お
）
い
て
伯
夷
・
叔
斉
、
西
伯
昌
（
せ
い
は
く
し
や
う
）
善
（
よ
）
く
老
（
ら
う
）
を
養
（
や
し
な
）
ふ
と
聞
（
き
）
き
、
①

盍
（
な
ん
）
ぞ
往

（
ゆ
）
き
て
帰
（
き
）
せ
ざ
る
。
至
（
い
た
）
る
に
及
（
お
よ
）
び
て
、
西
伯
卒
（
し
ゆ
つ
）
す
。
武
王
（
ぶ
わ
う
）
、
②

木
主
（
ぼ
く
し
ゆ
）
を
載
（
の
）
せ
、
号
（
が

う
）
し
て
文
王
（
ぶ
ん
わ
う
）
と
為
（
な
）
し
、
東
（
ひ
が
し
）
の
か
た
紂
（
ち
う
）
を
伐
（
う
）
つ
。
伯
夷
・
叔
斉
、
③

馬
（
う
ま
）
を
叩
（
ひ
か
）
へ
て
諫
（
い
さ
）

め
て
曰
（
い
）
は
く
、
「
父
（
ち
ち
）
死
（
し
）
し
て
葬
（
は
う
む
）
ら
ず
、
爰
（
こ
こ
）
に
④

干
戈
（
か
ん
く
わ
）
に
及
ぶ
、
⑤

孝
（
か
う
）
と
謂
（
い
）
ふ
べ
け
ん

や
。
⑥

臣
（
し
ん
）
を
以
（
も
つ
）
て
君
（
き
み
）
を
弑
（
し
い
）
す
、
仁
（
じ
ん
）
と
謂
ふ
べ
け
ん
や
。
」
と
。
左
右
（
さ
い
う
）
、
⑦

之
（
こ
れ
）
を
兵
（
へ
い
）
せ

ん
と
欲
（
ほ
つ
）
す
。
太
公
（
た
い
こ
う
）
曰
は
く
、
「
⑧

此
（
こ
）
れ
義
人
（
ぎ
じ
ん
）
な
り
。
」
と
。
扶
（
た
す
）
け
て
之
を
去
（
さ
）
ら
し
む
。

武
王
、
已
（
す
で
）
に
殷
（
い
ん
）
の
乱
（
ら
ん
）
を
平
（
た
ひ
）
ら
げ
、
天
下
（
て
ん
か
）
、
周
（
し
う
）
を
宗
（
そ
う
）
と
す
。
而
（
し
か
）
れ
ど
も
伯
夷
・
叔

斉
、
之
を
恥
（
は
）
ぢ
、
⑨

義
（
ぎ
）
と
し
て
周
の
粟
（
ぞ
く
）
を
食
（
は
）
ま
ず
、
首
陽
山
（
し
ゆ
や
う
ざ
ん
）
に
隠
（
か
く
）
れ
、
薇
（
び
）
を
采
（
と
）
り
て
之

を
食
（
く
）
ら
ふ
。
餓
（
う
）
ゑ
て
⑩

且
（
ま
さ
）
に
死
（
し
）
せ
ん
と
す
る
に
及
び
て
、
歌
（
う
た
）
を
作
（
つ
く
）
る
。
其
（
そ
）
の
辞
（
じ
）
に
曰
は
く
、

「
彼
（
か
）
の
西
山
（
せ
い
ざ
ん
）
に
登
（
の
ぼ
）
り
、
其
の
薇
を
采
る
。
⑪

暴
（
ば
う
）
を
以
て
暴
に
易
（
か
）
へ
、
其
の
非
（
ひ
）
を
知
（
し
）
ら
ず
。
神
農
（
し

ん
の
う
）
・
虞
（
ぐ
）
・
夏
（
か
）
、
忽
焉
（
こ
つ
え
ん
）
と
し
て
没
（
ぼ
つ
）
す
、
⑫

我
（
わ
れ
）
安
（
い
づ
）
く
に
か
適
帰
（
て
き
き
）
せ
ん
。
于
嗟
（
あ
あ
）
徂

（
ゆ
）
か
ん
、
命
（
め
い
）
の
衰
（
お
と
ろ
）
へ
た
る
か
な
。
」
と
。
遂
（
つ
ひ
）
に
首
陽
山
に
餓
死
（
が
し
）
す
。

（
中
略
）

或
（
あ
る
）
ひ
と
曰
は
く
、
「
⑬

天
道
（
て
ん
だ
う
）
に
親
（
し
ん
）
無
（
な
）
し
、
常
（
つ
ね
）
に
善
人
（
ぜ
ん
に
ん
）
に
与
（
く
み
）
す
。
」
と
。
伯
夷
・
叔
斉
の
若

（
ご
と
）
き
は
、
善
人
と
謂
ふ
べ
き
者
（
も
の
）
か
非
（
ひ
）
か
。
仁
を
積
（
つ
）
み
行
（
お
こ
な
）
ひ
を
絜
（
い
さ
ぎ
よ
）
く
す
る
こ
と
此
（
か
）
く
の
如
（
ご
と
）

く
に
し
て
餓
死
せ
り
。
且
（
か
）
つ
七
十
子
の
徒
（
と
）
、
仲
尼
（
ち
ゆ
う
ぢ
）
独
（
ひ
と
）
り
顔
淵
（
が
ん
ゑ
ん
）
を
薦
（
す
す
）
め
て
好
学
（
か
う
が
く
）
と
為

す
。
然
（
し
か
）
れ
ど
も
回
（
く
わ
い
）
や
屢
（
し
ば
し
ば
）
空
（
む
な
）
し
く
、
糟
糠
（
さ
う
か
う
）
す
ら
厭
（
あ
）
か
ず
し
て
、
⑭

卒
（
つ
ひ
）
に
蚤
夭
（
さ
う
え

う
）
す
。
天
の
善
人
に
報
施
（
は
う
し
）
す
る
、
其
れ
何
如
（
い
か
ん
）
ぞ
や
。
盗
蹠
（
た
う
せ
き
）
は
日
（
ひ
）
に
不
辜
（
ふ
こ
）
を
殺
（
こ
ろ
）
し
、
人
の
肉
（
に

く
）
を
肝
（
か
ん
）
に
し
、
暴
戻
恣
睢
（
ば
う
れ
い
し
き
）
、
党
（
た
う
）
を
聚
（
あ
つ
）
む
る
こ
と
数
千
人
（
す
う
せ
ん
に
ん
）
、
天
下
に
横
行
（
わ
う
か
う
）
す
る

も
、
竟
（
つ
ひ
）
に
寿
（
じ
ゆ
）
を
以
て
終
（
を
）
は
る
。
是
（
こ
）
れ
何
（
な
ん
）
の
徳
（
と
く
）
に
遵
（
し
た
が
）
へ
る
や
。
此
れ
其
の
尤
（
も
つ
と
）
も
大
（
お

ほ
）
い
に
彰
明
較
著
（
し
や
う
め
い
か
う
ち
よ
）
な
る
者
な
り
。

（
中
略
）

余
（
よ
）
甚
（
は
な
は
）
だ
惑
（
ま
ど
）
へ
り
。
⑮

儻
（
も
）
し
所
謂
（
い
は
ゆ
る
）
天
道
は
、
是
（
ぜ
）
か
非
（
ひ
）
か
。

語
注
　
孤
竹
君＝

孤
竹
国
（
殷
の
時
代
の
小
国
）
の
君
主
。
　
西
伯
昌＝

西
方
の
諸
侯
の
か
し
ら
。
武
王
の
父
で
、
の
ち
の
周
の
文
王
。
　
太
公＝

太
公
望
。
武
王
の
重
臣
。
　
宗
と
す＝

主
君
と
し
て
あ
お
ぐ
。
　
首
陽
山＝

山
の

名
。
歌
の
「
西
山
」
も
同
じ
。
　
薇＝

わ
ら
び
（
ぜ
ん
ま
い
と
も
）
。
　
神
農
・
虞
・
夏＝

い
に
し
え
の
理
想
の
帝
王
の
世
。
虞
は
舜
、
夏
は
禹
の
王
朝
。
　
于
嗟＝

あ
あ
。
　
七
十
子
（
し
ち
じ
っ
し
）
の
徒＝

孔
子
の
す
ぐ
れ
た

弟
子
七
十
人
あ
ま
り
。
　
仲
尼＝

孔
子
の
字
（
あ
ざ
な
）
。
　
顔
淵＝

孔
子
の
弟
子
。
名
は
回
。
　
屢
空
し＝

ひ
ど
く
貧
し
い
。
　
糟
糠＝

酒
か
す
と
米
ぬ
か
。
粗
末
な
食
べ
物
。
　
報
施＝

報
い
て
与
え
る
。
　
盗
蹠＝

大
盗
賊
の
名
。

不
辜＝

罪
の
な
い
人
。
　
肝
に
す＝

（
人
の
肉
を
）
な
ま
す
に
し
て
食
べ
る
。
　
暴
戻
恣
睢＝

乱
暴
で
勝
手
気
ま
ま
。
　
彰
明
較
著＝

は
っ
き
り
と
目
立
つ
こ
と
。
　
余＝

わ
た
し
（
筆
者
）
。
　
※
（
中
略
）
は
順
に
、
兄
弟
が
位
を

譲
り
合
っ
て
二
人
と
も
国
を
去
る
部
分
／
「
由
此
観
之
、
怨
邪
非
邪
」
（
こ
れ
か
ら
見
る
と
二
人
は
恨
ん
だ
の
か
、
ど
う
か
）
と
問
う
一
文
／
近
い
時
代
に
も
悪
人
が
一
生
楽
し
く
暮
ら
し
、
正
し
く
生
き
る
人
が
災
い
に
あ
う

例
は
数
え
き
れ
な
い
と
述
べ
る
部
分
。
　
※
「
善
人
と
謂
ふ
べ
き
者
か
非
か
」
は
「
〜
者
に
非
ず
や
」
、
「
儻
（
も
）
し
」
は
「
儻
（
あ
る
い
）
は
」
と
も
読
む
。
「
盍
往
帰
焉
」
の
「
焉
」
は
読
ま
な
い
字
と
し
た
。
お
使
い
の
教

科
書
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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伯夷列伝

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
②
「
木
主
（
ぼ
く
し
ゆ
）
」
と
は
何
か
。
現
代
の
言
葉
で
書
け
。

（
2
）
③
「
叩
（
ひ
か
）
へ
て
」
の
意
味
を
書
け
。
ま
た
、
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
の
平
仮
名
で
書
け
。

（
3
）
④
「
干
戈
（
か
ん
く
わ
）
」
の
意
味
を
書
け
。

（
4
）
⑥
「
弑
（
し
い
）
す
」
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑦
「
之
（
こ
れ
）
を
兵
（
へ
い
）
せ
ん
と
欲
（
ほ
つ
）
す
」
の
「
兵
す
」
の
意
味
を
書
け
。

（
6
）
⑨
「
義
（
ぎ
）
と
し
て
周
の
粟
（
ぞ
く
）
を
食
（
は
）
ま
ず
」
の
「
粟
」
の
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑭
「
卒
（
つ
ひ
）
に
蚤
夭
（
さ
う
え
う
）
す
」
の
「
蚤
夭
」
の
意
味
を
書
け
。
ま
た
、
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
の
平
仮
名
で
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
13
）

（
8
）
①
「
盍
（
な
ん
）
ぞ
往
（
ゆ
）
き
て
帰
（
き
）
せ
ざ
る
」
の
「
盍
」
は
何
と
呼
ば
れ
る
字
か
。
読
み
方
と
意
味
も
あ
わ
せ
て
書
け
。

（
9
）
⑤
「
孝
（
か
う
）
と
謂
（
い
）
ふ
べ
け
ん
や
」
の
句
法
の
名
前
と
意
味
を
書
け
。

（
10
）
⑩
「
且
（
ま
さ
）
に
死
（
し
）
せ
ん
と
す
る
」
の
「
且
」
は
何
と
呼
ば
れ
る
字
か
。
読
み
方
と
意
味
も
あ
わ
せ
て
書
け
。

（
11
）
⑪
「
暴
（
ば
う
）
を
以
て
暴
に
易
（
か
）
へ
、
其
の
非
（
ひ
）
を
知
（
し
）
ら
ず
」
は
、
白
文
で
は
「
以
暴
易
暴
兮
、
不
知
其
非
矣
」
で
あ
る
。
「
兮
」
「
矣
」
の
よ
う
に
、
書
き
下
し
文
で
は
読
ま
な
い
字
を
何
と
い
う
か
。
ま

た
「
兮
」
は
、
ど
の
よ
う
な
文
章
で
使
わ
れ
る
字
か
。

（
12
）
⑬
「
天
道
（
て
ん
だ
う
）
に
親
（
し
ん
）
無
（
な
）
し
、
常
（
つ
ね
）
に
善
人
（
ぜ
ん
に
ん
）
に
与
（
く
み
）
す
」
の
白
文
は
「
天
道
無
親
、
常
与
善
人
」
で
あ
る
。
書
き
下
し
文
の
読
む
順
に
な
る
よ
う
に
、
「
無
親
」
と
「
与

善
人
」
に
付
け
る
返
り
点
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
け
。

（

13

）

⑮

「

儻

（

も

）

し

所

謂

（

い

は

ゆ

る

）

天

道

は

、

是

（

ぜ

）

か

非

（

ひ

）

か

」

の

「

是

か

非

か

」

は

、

白

文

で

は

「

是

邪

非

邪

」

で

あ

る

。

こ

の

句

法

の

名

前

と

意

味

を

書

け

。
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伯夷列伝

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
14
〜
18
）

（
14
）
①
「
盍
（
な
ん
）
ぞ
往
（
ゆ
）
き
て
帰
（
き
）
せ
ざ
る
」
と
あ
る
が
、
伯
夷
・
叔
斉
が
身
を
寄
せ
よ
う
と
し
た
相
手
は
誰
か
。
ま
た
、
そ
う
考
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

（
15
）
⑥
「
臣
（
し
ん
）
を
以
（
も
つ
）
て
君
（
き
み
）
を
弑
（
し
い
）
す
」
の
「
臣
」
と
「
君
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
を
指
す
か
。

（
16
）
⑦
「
之
（
こ
れ
）
を
兵
（
へ
い
）
せ
ん
と
欲
（
ほ
つ
）
す
」
の
主
語
「
左
右
」
と
は
誰
の
こ
と
か
。
ま
た
「
之
」
は
誰
を
指
す
か
。

（
17
）
⑧
「
此
（
こ
）
れ
義
人
（
ぎ
じ
ん
）
な
り
」
と
言
っ
た
の
は
誰
か
。
ま
た
「
此
」
は
誰
を
指
す
か
。

（
18
）
⑪
「
暴
（
ば
う
）
を
以
て
暴
に
易
（
か
）
へ
」
の
二
つ
の
「
暴
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
暴
虐
を
指
す
か
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
19
〜
22
）

（
19
）
④
⑤
を
含
む
「
父
死
し
て
葬
ら
ず
、
爰
に
干
戈
に
及
ぶ
、
孝
と
謂
ふ
べ
け
ん
や
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑪
「
暴
を
以
て
暴
に
易
へ
、
其
の
非
を
知
ら
ず
」
を
、
主
語
を
補
っ
て
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑫
を
含
む
「
神
農
・
虞
・
夏
、
忽
焉
と
し
て
没
す
、
我
安
く
に
か
適
帰
せ
ん
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
22
）
⑬
「
天
道
に
親
無
し
、
常
に
善
人
に
与
す
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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伯夷列伝

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
23
〜
25
）

（

23

）

⑨

「

義

（

ぎ

）

と

し

て

周

の

粟

（

ぞ

く

）

を

食

（

は

）

ま

ず

」

と

あ

る

が

、

伯

夷

・

叔

斉

が

周

の

粟

を

食

べ

な

か

っ

た

の

は

な

ぜ

か

。

本

文

に

即

し

て

説

明

せ

よ

。

（
24
）
⑭
「
卒
（
つ
ひ
）
に
蚤
夭
（
さ
う
え
う
）
す
」
の
顔
淵
と
は
反
対
の
結
末
を
た
ど
っ
た
人
物
と
し
て
、
本
文
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
誰
か
。
ま
た
、
そ
の
人
物
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
ど
の
よ
う
な
最

期
を
と
げ
た
か
、
説
明
せ
よ
。

（
25
）
⑮
「
儻
（
も
）
し
所
謂
（
い
は
ゆ
る
）
天
道
は
、
是
（
ぜ
）
か
非
（
ひ
）
か
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
天
道
を
疑
う
の
は
な
ぜ
か
。
⑬
の
考
え
方
と
、
本
文
の
三
つ
の
例
を
ふ
ま
え
て
、
八
十
字
以
内
で
説
明

せ
よ
。

Ｆ
　
文
学
史
・
思
想
（
26
〜
28
）

（
26
）
こ
の
文
章
の
出
典
『
史
記
』
の
作
者
は
誰
か
。
ま
た
、
何
と
い
う
王
朝
の
時
代
の
人
か
。

（
27
）
『
史
記
』
は
、
帝
王
の
記
録
で
あ
る
「
本
紀
」
と
、
人
物
の
伝
記
で
あ
る
「
列
伝
」
な
ど
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
書
の
書
き
方
を
何
と
い
う
か
。
ま
た
、
『
伯
夷
列
伝
』
は

「
列
伝
」
の
中
で
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
る
か
。

（
28
）
⑬
「
天
道
（
て
ん
だ
う
）
に
親
（
し
ん
）
無
（
な
）
し
、
常
（
つ
ね
）
に
善
人
（
ぜ
ん
に
ん
）
に
与
（
く
み
）
す
」
と
同
じ
言
葉
は
、
道
家
の
思
想
を
説
い
た
あ
る
書
物
に
見
え
る
。
そ
の
書
名
を
書
け
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶再読文字は「盍」と「且」。「盍ぞ〜ざる＝どうして〜しないのか（〜しよう）」「且に〜んとす＝今にも〜

しようとする」。一度だけ読む「且（か）つ」との区別も。　❷「孝（仁）と謂ふべけんや」は反語。「〜と言えようか、いや言えない」。「臣を

以て君を弑す」の臣＝武王、君＝紂もセットで。　❸天道を疑う理由は三つの例。善人の伯夷・叔斉が餓死、学問好きの顔淵が若死に、大悪人

の盗蹠が長生き。だから「天道は是か非か」。

漢文／誰でも古典塾

誰でも古典塾　解説と全設問は　kotennosennsei.com/shiki-hakui-retsuden-test/ 4 / 6

▶ 漢文の参考書のおすすめ（楽天・Amazonのリンクつき）　kotennosennsei.com/kanbun-sankousho/ ▶ 解説記事にもどる

https://kotennosennsei.com/shiki-hakui-retsuden-test/
https://kotennosennsei.com/kanbun-sankousho/?from=pdf
https://kotennosennsei.com/shiki-hakui-retsuden-test/

